














 l époque, j étais anarchiste : ce choix m
e parut sur toute la ligne un défi



















































もある） 、日本語（というより日本社会へ 受容過程）の場合には「アヴァンギャルド」は文化・芸術上の突出した傾向を指し、 「前衛」のほうはそ した含意 維持しつつ「政治的前衛」 よ 多く意味してきたからである。つまり、ここで私が問題にしたいのは、政治的 会的運動体としての「前衛」 芸術的アヴァンギャルドの、こういってよければ原理的通底性と本質的隔たりであ 、この主題系は「三部作」に続いて執筆を予定している私の著作の方向性を示唆している。　
なお、表題を「ノート」としたのは、小論が（狭義の研究論文という意味での）論考ではなくて、私自身の「詩的








































先を急ぐと、伊藤新吉は上記「覚え書」で、 「詩的アナーキズム」 突出 た実例として萩原恭次郎（
1899-1938 ）
















一九二三年に前衛詩誌『赤と黒』 （ 「赤」 共産主義者、 「黒」は無政府主義者を指す）を創刊した日本近代の稀有なアヴァンギャルド詩人、萩原恭次郎（
1899-1938 ）の生涯と作品についての詳細な考察は別の機会に取っておく




















































































の宣言を思わせる表現であり、詩句を「各行各自に独立せしめよ！」とか、 「われわれの詩は一部である。一部はただ加速度の廻転をつづけるのみだ！」あるいは「進みゆくもののみの一大騒音を！非芸術を！」といった絶叫は、イタリア未来派 マリネッティが「未来派宣言」 （
1909 ）や「未来派文学の技術的宣言」 （
1912 ）で強調した速度や騒音
の美や、因襲的統辞法からの詩の解放と重なっているし、チューリッヒ・ダダのツァラが 「ダダ宣言一九一八」で 「各頁が爆発しなければならない」と書き、その末尾に「自由」と記したことなどがすぐに思い出される。 「未来派宣言」は一九〇九年に森鷗外によって直ちに邦訳され、その後一九二一年に日本未来派が結成されて たから、前述 とおりその影響は確実で 萩原自身一九二八年に「まつたく現在においては未来派の自由詩は新しき文学の常識となってしまった」 （ 「未来派・立体派」 、前出）とまで書いていたのだが、だからといって、萩原がマリネッティやツァラの詩集を直接模倣したわけでは いだろう。むしろ、私たちの国の言語表象の歴史上前例 ないこの詩集 よって、日本の先端的な詩がヨーロッパのアヴァンギャルドに追いついたと言える ではないだろうか。　
そのことを確認したうえで、詩集発行の一九二五年という年が、普通選挙法（五月五日公布）に先立って治安維持



















































（9」 （ 「マラテスタの部屋」 ）と小林多喜二の卒論
　
小野十三郎の言う「民衆詩人」とは『赤と黒』に参加した壺井繁治、岡本潤、川崎長太郎ら、あるいはもう少し範

















　（ 「××」は治安維持法下の検閲による伏字で、初出では「暴動」 。 ）
　
この詩篇の初出は一九二九年発行のアナーキ ト詩誌『第二』で、そ 第六号に「エルリコ・マラテスタの部屋」
































































































































he bold thought fi
rst, and the bold deed w












































are, dare, and yet again, dare! ”というよく知られた命令文を引用した直後のこの箇所は、
直訳すれば「大胆な（勇気ある）思想が最初にあれば、大胆な（勇気ある）行動が必ずそれに続くだろう」となるから、多喜二訳は正確ではないが、 「断じて失敗しないであろう」という表現のうちには社会正義 燃える若者の純粋な決意表明を読み取ることができる。　
この「自序」のあとに多喜二による『見捨てられた人』全訳が続くのだが、この戯曲の舞台はロンドンの「ウェス
ト・エンドなる一家」で、 ジョーゼフ（ジョー） 」と妻の「メェリー」が初め 交わすこんな会話から「見捨てられた人」の生活が見えてくる
　　
「ジョー：流れの中に浮かんでいたパンを弁当にし、カフェー・ローヤルの台所から



















































































































当時唯一 前衛党を自負する共産党とコミンテルンが主導する をブルジョア文学 並べて批判し、 「人間の根










九三〇年代に入ると「無政府共産党」が武装闘争路線を取 こ が口実となって 政治運動としては 一九三五年十一月に全国のアナーキスト数百人が一斉逮捕されるという事件によって事 上終息してしまう。　
萩原恭次郎自身は一九二八年（昭和三年）秋に東京から前橋に戻ったこともあり、そうした弾圧からは距離を置い
ていたようだが、晩 には（といってもまだ三十代だが、三九歳で死んだので晩年にはちがいない） 、無政府主義運動からも社会批判からも離反して、意外に （という他はないが）体制賛美 方向へ踏みこんで まう。かつての 「アナ」や「ボル」が思想を捨てて権力側に就くか、あるいは沈黙することを「転向」というなら萩原を「転向者」と呼ばざるを得ないが、直接的間接的抑圧や拷問に耐えかねた「転向」もあれば、時代の空気に耐え れなくなった（ある程度）自発的 「転向」もあり 萩原 場合 （伊藤新吉の回想によれば）前橋 尾行くら は付いたこともあったらしいが、逮捕も拷問 体験していないから、後者だったといえるかもし ない。　
この点に関しても、死の直前まで本人と交流のあった秋山清は、上記の回想に続けて「その時から死まで六年間























































































































































































たのだが、そ 準備段階で出会った伊藤新吉の「詩的アナーキズム」という意味深い表現に誘われて、萩原恭次郎から小林多喜二へと脱線してしまうことになったからである。つまり、ここまでが前書きで、ここから本論が始まるはずなのだが、時間的にも空間的にもその余裕がなくなったので、とりあえず の辺で終わらせなくはな ない。　
とはいえ、その前にセルジュとブルトンについて、それぞれひと言だけ記しておくことにしよう。
　







































次大戦〕が迫っていた頃」 、パ 近郊のプレ・サンジェルヴェで開かれた大衆集会（兵役を二年から三年 戻す一九一三年の法案に反対する労働組合の大集会）で、 「数千 赤旗が翻るのを見 」体験を語りながら、赤旗の波を「数は少なくて、場所も限られていたが 高く掲げられた黒旗
 （
le drapeau noir ） が貫いた」のを目撃して胸の高鳴りを












（ 「神も主人もなく」 ）と刻まれた墓石を見つけた時の「高揚感と誇らしさ」 （











































































伊藤新吉「詩書による日本詩史（大正編） 」 、 『現代詩新講』 、現代詩人会、宝文館、一九五一年、七七頁。
（
（） 















































一九三〇年代前半には、エルリコ・マラテスタ（ 「エンリコ」と表記された）の「無政府主義とサンジカリズム」 、 「無政府主義
への道」などの社会評論が労働者組合の連合組織自由聯合の新聞などに邦訳されていた。一九七六年には『無支配への道：エンリコ・マラテスタ著作集』が黒色戦線社から復刊されている。萩原恭次郎自身 九三三年の「クロポ キンの文学論に関する研究的序説」で「この国にも、バクニンやマラテスタを初め、今日ではクロ〔クロポトキン〕の全集も出版された」と書いている
109 詩的アナーキズムと「前衛」に関するノート


































rst published in 1891. M










hat is the governm
ent? T
here is a disease of the hum
an m
ind, called the m
etaphysical tendency, that causes m
an, after 
he has by a logical process abstracted the quality from
 an object, to be subject to a kind of hallucination that m
akes him
 
take the abstraction for the real thing./ T
he governm
ent – or the State, if you w
ill – as judge, m
oderator of social strife, 
im
partial adm
inistrator of the public interests, is a lie, an illusion, a U


























































中野重治『現代詩体系（昭和期）一』解説、河出書房（小野十三郎「詩書による日本詩史（昭和編） 」 、前出、八六～八七頁） 。
（
27） 






小松隆二『日本アナキズム運動史』 、青木書店、一九七二年 二一四～二一五頁 「アナキズム文学の一断面」 、 『文芸解放』 （昭







１」 、 『萩原恭次郎全集』 （第一巻）付録、静地社、一九七九年。
（
31） 
同上書。秋山清以上に萩原恭次郎と親しかったはずの伊藤新吉は 『逆流の歌』 （前出 で 「転向」についてはひと言もふれていない。
（


























ieder, 1932 ）と『仮借なき時代』 （
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